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問合わせ先：本館 2階 学事室（大学院）内線 2331 

-大学院歯学独立研究科- 

第 8 6 回 中 間 発 表 会 プ ロ グ ラ ム 
 

大学院学生等が、これまでの研究成果を発表します。 

どなたでも聴講できますので、多数の参加をお待ちしております（聴講申込不要） 
 

 

場 所：実習館2階 総合歯科医学研究所セミナー室 

日 時：2017年7月26日（水）17時25分 開会（中間発表1名） 

   

2017年7月26日（水）17時25分 開会 

No. 発表区分・予定時間 演題名・発表者 審査委員 

 17：25 開会挨拶 高橋研究科長  
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［中間発表］ 

17：30～18：00 

司会：大須賀教授 

「吸収性縫合糸Vicryl®に対する皮下組織の反応」 

 

中安 喜一 2年 健康増進口腔科学講座 口腔健康分析学 

主査：平賀 准教授 

副査：吉成 教授 

各務 教授 
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吸収性縫合糸 Vicryl® に対するラット皮下組織の反応 

発表要旨 / Abstract 

 

【緒言】医療の現場において、生体の内部に用いられる縫合糸はその用途によって多くのもの

が供給されている。歯科口腔領域においても時として外科処置における縫合時に吸収性縫合糸

が用いられる。これら多くの吸収性縫合糸は化学的に合成されており、その代表的なものとし

てグリコール酸／乳酸ポリエステル（ポリグラチン）による縫合糸がある。この吸収性縫合糸

は、その名の通り生体内で徐々に加水分解の後吸収によって消失するとされている。しかし、

その臨床例の中には応用部に病理学的な諸変化がみられたとの報告もある。そこで吸収性縫合

糸に対するラット皮下組織での反応を病理組織学的に追究した所、若干の知見が得られたので

その概要を報告する。 

 

【材料と方法】実験にはWister 系ラット（８週齢、雄性）８匹を用い、ベントバルビタールに

よる腹腔内注射による全身麻酔下において、その背部皮下組織内に吸収性縫合糸 Vicryl® (Ｖ) 

(Johnson & Johnson）を束状にして埋入した。その後、最長６か月まで埋入部に増殖した組織を

病理組織学的に検討した。 

 

【結果】２週例では、埋入部には核が円形または楕円形のマクロファージ（Mφ）が集簇してい

た。Mφ の集塊はほぼ円形または複数の円が重なった形を呈していた。この集塊の中央部には

多くの白く抜けた大きさも形も様々な空隙があった。さらに異物巨細胞が Mφの集塊の中に散

見された。これらの細胞の集塊の周囲には線維芽細胞と膠原線維が薄い被膜を形成していた。

１か月例における埋入部の Mφの集塊の外形は２週例とほとんど変わらず、中央部には白く抜

けた大きさも形も様々な空隙もあった。異物巨細胞は２週例よりも増加していた。Mφ の集塊

の周囲の線維性被膜は、２週例のものとあまり変化していなかった。３か月例における埋入部

には細胞質が淡明化した Mφ が集簇していた。Mφ の集塊の中に異物巨細胞が多少あった。さ

らに Mφの集塊の中には線維芽細胞が入り込み、その一部は塊を形成していた。６か月例では

埋入部に形と大きさが不定形の Mφの集塊が小さくなっていた。その集塊の周囲には線維芽細

胞の増殖と膠原線維形成があり、一部では瘤状を呈していた。 

 

【考察】吸収性縫合糸の生体内での挙動やそれに対する組織反応の詳細は明らかにされていな

い部分がある。今回検討した吸収性縫合糸Ｖに対してはMφ主体の肉芽組織の増殖があった。こ

れは生体内で一部が貪食によって処理される為、Mφや異物巨細胞が出現するものと推察され

た。これらの細胞の出現や一部での膠原線維形成による瘤状構造などの出現は、臨床での報告

例と合致する。今後は他種の吸収性縫合糸についても同様に検討したい。 

 
 


